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使い方 
開発環境：Adobe Flash CS3 Professional, FlashDevelop, Flex SDK 

動作環境：Flash Player 10 以降 

 

①作成 パネル化してある部品を配置 

 

移動 ： パネルの中央をドラッグ 
 

回転 ： パネルの端をクリック 

 

消去 ： パネルをゴミ箱へドラッグ 
 

値の変更 ： パネルの中央をダブルクリック 

全て消去 ： ゴミ箱のところでマウスボタンを押す→「All Delete」へマウス移動→マウスボタンを離す 

 

②回路解析 完成したら OK ボタンを押す 

 

 

③表示 
３次元的な回路 

 

回転 ： ３D 回路表示領域をドラッグ 

拡大縮小 ： 「↑・↓」キー 

移動 ： ctrl キーを押しながらドラッグ 

各種スケールの変更 : 

対応するスライダーのツマミをドラッグ 

 

グラフの表示 ：  

結果表示ウインドウにマウスを合わせる 

 

④解析の停止 停止ボタンを押す 
 

http://ph1.ed.hiroshima-u.ac.jp/ 



回路データ保存・読み込み機能について 

 

保存 

本シミュレータでは，回路を作成して「保存」ボタンを押して保存先を選択することにより，回路デー

タをファイルとして保存することができる。この際，各種スケールの値も合わせて保存される。 

 

読み込み 

保存されるファイルは独自形式（.circuit）であるが，本シミュレータで「開く」ボタンを押して.circuit フ

ァイルを選択すれば，回路パネルの配置や値を復元できる。各種スケールの値も保存したときの状

態に変更される。 

（※注：circuit ファイルを直接ダブルクリックしても，ファイルは開かれません。必ず本シミュレータ内の

「開く」ボタンからファイル読み込み操作を行ってください。） 

 

回路パネルを配置 

 

保存ボタンを押す 

 

保存ダイアログで保存先を選択 

 

開くボタンを押す 

 

ファイルを選択 

 

回路パネルが復元される 

 


